
角館地区 せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー

藤
原
イ
マ
さ
ん
を
認
定

　

３
月
27
日
よ
り
大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

角
館
消
防
署
に
消
防
ポ
ン
プ
付
救
助
工
作
車

が
更
新
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
新
車
両
に
は
約
１
０
０
㍍
先
ま
で
照

射
が
可
能
な
照
明
装
置
が
装
備
さ
れ
、
夜
間

現
場
で
の
消
防
隊
や
消
防
団
の
皆
さ
ん
の
安

全
な
活
動
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
水
上
活
動
用
の
ボ
ー
ト
な

ど
も
配
備
。
山
や
湖
な
ど
様
々
な
地
形
を
持

つ
仙
北
市
の
水
の
事
故
、
山
岳
事
故
な
ど
へ

の
対
応
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
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新
車
両
、
新
装
備
で
体
制
強
化

仙北市

　

角
館
町
山
谷
川
崎
上
萩
ノ
台
地
区
で
の
大

規
模
肉
用
牛
肥
育
団
地
建
設
を
前
に
、
市
と

事
業
者
の
株
式
会
社
秋
田
仙
北
夢
牧
場
、
肥

育
団
地
周
辺
の
黒
沢
集
落
、
外
谷
地
集
落
の

４
者
で
公
害
防
止
協
定
の
調
印
式
が
３
月
28

日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
印
式
に
は
、
関
係
者
な
ど
15
人
が

出
席
。
調
定
に
至
る
経
緯
の
説
明
の
あ
と
、

伊
藤
淳
県
仙
北
地
域
振
興
局
長
立
会
い
の
も

と
、
公
害
防
止
対
策
や
飲
料
水
対
策
な
ど
の

内
容
の
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

調
印
後
、
門
脇
市
長
は
「
市
は
産
業
の
６

次
化
を
目
指
し
て
い
く
が
、
農
業
面
で
大
き

な
象
徴
と
な
る
事
業
。
市
民
の
皆
様
に
は
事

業
を
町
づ
く
り
の
中
心
に
据
え
て
の
思
い
で

参
画
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
同

社
の
川
合
昭
夫
代
表
取
締
役
は
「
地
域
の
中

心
と
な
る
畜
産
業
を
成
功
さ
せ
た
い
」
と
述

調印後、手を取
り合う（左から）
伊藤局長、黒澤
輝秋黒沢部落会
会長、川合代表
取締役、田口賢
咲外谷地集落会
代表、門脇市長
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、
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仙北市のできごとをお届け

藤
原
さ
ん
の
持
つ
技
術
や
技
能
に
興
味
を
持
ち
、
講

座
・
体
験
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
藤
原
さ
ん

【

（
55
）
４
５
７
４
】
に
連
絡
し
、
日
程
な
ど
に

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
講
座
・
体
験
等
は
無
料
で
す
が
、
材
料
な
ど
の
費

用
は
負
担
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
原

則
3
人
以
上
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
藤
原
イ
マ
さ
ん
を
わ
ら
細
工

技
術
者
と
し
て
せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス

タ
ー
に
認
定
し
、
そ
の
認
定
証
授
与
式
が
３

月
26
日
、
仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
卓
越
し
た
技
術
や
技
能
を
お
持

ち
の
市
民
を
「
せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス

タ
ー
」
と
し
て
認
定
し
、
マ
イ
ス
タ
ー
が
自

ら
の
持
つ
技
術
等
を
継
承
す
る
活
動
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
藤
原
さ
ん
は
、
わ
ら
細

工
を
製
作
し
て
30
年
以
上
の
経
歴
を
持
ち
、

様
々
な
用
途

の
福
俵
や
し

め
縄
、
古
い

着
物
生
地
を

再
利
用
し
た

ゾ
ウ
リ
、
観

賞
用
踏
み
俵

な
ど
を
製
作

し
て
い
ま
す
。

べ
ま
し
た
。

　

同
団
地
で
は
６
０
０
頭
の
肉
用
牛
肥
育
を

想
定
し
、
今
秋
ま
で
に
約
２
０
０
頭
の
肥
育

が
始
ま
る
予
定
で
す
。

　

角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
大
澤
隆
会
長
）

は
３
月
29
日
、
児
童
の
定
期
健
康
診
断
や
学

校
保
健
事
業
な
ど
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い

と
、
西
明
寺
小
学
校
に
検
診
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

器
具
１
基
（
10
万
円
相
当
）
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

　

高
橋
智
弘
校
長
（
現
西
明
寺
中
校
長
）
は

「
子
ど
も
た
ち
の
健
康
管
理
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
あ
り

が
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
奉
仕
事
業
と
し
て
地

域
の
子
ど
も
た
ち
や
学
校
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

西
明
寺
小
学
校
に
照
明
器
具
を
寄
贈

西木地区

照明器具を手渡す（左から）角館ライオンズクラブの高
橋克暢さん、菊地道彦さんと受け取る高橋前校長

市役所田沢湖庁舎でお披露目された消防ポンプ付救助工作
車。火災やその他の災害に対処できるよう各種資材を搭載し、
迅速適切に防御活動を行う車両です。

　

３
月
24
日
に
板
谷
リ
ヱ
さ
ん
、
３
月
27
日

に
橋
本
正
さ
ん
が
白
寿
を
迎
え
、
市
か
ら
お

祝
い
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
寿
の
お
祝
い

仙北市
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板
谷
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さ
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橋
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さ
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2

1

県大会上位入賞者
（東北大会・全国大会出場者）

《男子クロスカントリー（クラシカル）》
  9 位　若松龍貴（桧木内中）
　東北大会 16 位　全国大会出場
15 位　小林響平（桧木内中）
　東北大会出場

《女子クロスカントリー（クラシカル）》
  4 位　阿部瑞姫（桧木内中）
　東北大会 9 位　全国大会出場

《男子クロスカントリー（フリー）》
12 位　若松龍貴（桧木内中）
　東北大会出場
15 位　大石海斗（神代中）
　東北大会出場

《女子クロスカントリー（フリー）》
  7 位　鈴木雅（生保内中）
　東北大会 25 位　全国大会出場
  8 位　阿部瑞姫（桧木内中）
　東北大会 14 位　全国大会出場

第 49 回東北中学校スキー大会（1 月 25
日～ 27 日）は鹿角市、第 50 回全国中学
校スキー大会（2 月 2 日～ 6 日）は富山
県で開催されました。

　

１
月
12
日
か
ら
15
日
、
鹿
角
市
で
第
56
回

秋
田
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
上

位
入
賞
者
が
東
北
大
会
、
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

1せんぼくふるさとマイスターに認定
された藤原イマさん　2,3藤原さんが
手がけたわら細工 1

2

3
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